
（公財）愛知大学教育研究支援財団 奨励賞授与式

愛知大学 公務員試験合格者奨励賞授与式

2014年度

プログラム

一．開式
一．挨拶　（公財）愛知大学教育研究支援財団 理事長　加藤満憲
一．後援会奨励賞
　　選考結果報告　愛知大学 学生部委員長　永戸　力
　　奨励賞授与　　愛知大学後援会 会長　兵藤文男
一．同窓会奨励賞
　　選考結果報告　愛知大学同窓会 広報委員長　臼井　実
　　奨励賞授与　　愛知大学同窓会 会長　土井義昭
一．クラブ愛知賞
　　選考結果報告及び授与　クラブ愛知 会長　服部晋吾

一．愛知大学公務員試験合格者奨励賞
　　試験結果報告
　　　　　愛知大学 就職委員長　田中英式
　　奨励賞授与　愛知大学 学長　佐藤元彦
一．受賞者代表謝辞
　　公務員試験合格者奨励賞受賞者 代表
　　後援会奨励賞受賞者 代表
　　同窓会奨励賞受賞者 代表
一．閉式

日時｜2015年 3月 7日 （土）11:00～12:30
場所｜車道校舎　本館3階　コンベンションホール

後援会奨励賞　同窓会奨励賞　クラブ愛知賞　資格試験合格者奨励賞
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2014年度　後援会奨励賞受賞者一覧
◆スポーツの部〈団体〉　優秀奨励賞（６団体）

団体名 顕彰事項

弓道部 第58回東海学生弓道秋季リーグ戦　女子Ⅰ部　優勝
第38回全日本学生弓道女子王座決定戦・女子東西学生弓道選抜対抗試合　出場

軟式野球部（豊橋）

平成26年度中部日本学生軟式野球連盟春季リーグ　優勝・ベストマネージャー賞
第37回全日本学生軟式野球選手権大会　出場
平成26年度中部日本学生軟式野球連盟秋季リーグ　優勝・ベストマネージャー賞
第35回東日本学生軟式野球選抜大会　出場

剣道部 第29回西日本女子学生剣道大会　3位
第37回東海女子学生剣道優勝大会　2位

少林寺拳法部 第50回少林寺拳法東海学生大会　総合優勝（12年連続）

軟式野球部 平成26年度中部日本学生軟式野球春季リーグ戦　準優勝
第37回全日本軟式野球選手権大会　ベスト8

柔道部 第16回全日本学生柔道体重別団体優勝大会東海選考会　1位
全日本学生柔道体重別団体優勝大会　出場

◆スポーツの部〈団体〉　奨励賞（10団体）
団体名 顕彰事項

男子バレーボール部 第61回秩父宮妃賜杯全日本バレーボール大学男子選手権大会　出場

馬術部 第49回中部学生自馬競技大会　中障害飛越競技　団体2位

ヨット部 2014年度秋季中部学生ヨット選手権大会　国際470クラス第2位

カヌー部 平成26年度日本カヌーポロ選手権大会　一般1部男子6位・一般女子5位

空手道部 第58回全日本大学空手道選手権大会　男子団体組手　出場・女子団体組手　出場

ゴルフ部 第51回全国大学ゴルフ対抗戦　男子団体戦9位

準硬式野球部 平成26年度東海地区準硬式野球春季リーグ戦　1部リーグ準優勝

卓球部 第84回全日本大学総合卓球選手権大会（団体の部）　出場

バドミントン部 第120回東海大学バドミントン選手権大会　女子2部リーグ昇格

女子ハンドボール部 東海学生ハンドボール秋季リーグ戦　1部リーグ昇格

◆スポーツの部〈個人〉　優秀奨励賞（26名）
氏名 学部・学年 部会名 顕彰事項

長谷川　宗次郎 法学部3年 カヌー部 カヌーポロ世界選手権大会　U-21日本代表として出場

太田　真嗣 経済学部3年 カヌー部 カヌーポロ世界選手権大会　U-21日本代表として出場

岡本　兼汰 経営学部3年 ゴルフ部
平成26年度中日杯争奪中部学生ゴルフ選手権競技　優勝
平成26年度東海テレビ杯争奪中部学生ゴルフ選手権　2位
第68回日本学生ゴルフ選手権競技　出場

真田　基生 経営学部3年 柔道部 第33回東海学生柔道体重別選手権大会　60kg 級　優勝
第33回全日本学生柔道体重別選手権大会　出場

中田　嵐 経営学部2年 柔道部

平成26年度全日本ジュニア柔道体重別選手権大会　愛知県予選会　66kg 級　優勝
平成26年度全日本ジュニア柔道体重別選手権大会　東海地区予選会　66kg 級　優勝
平成26年度全日本ジュニア柔道体重別選手権大会　出場
全日本学生柔道体重別選手権大会　出場

原　啓太 経営学部2年 柔道部 第33回東海学生柔道体重別選手権大会　81kg 級　優勝
第33回全日本学生柔道体重別選手権大会　出場

小澤　賢之助 経営学部4年 準硬式野球部 平成26年度東海地区準硬式野球春季リーグ戦　敢闘賞

山田　美理 経営学部2年 準硬式野球部 平成27年度東海地区準硬式野球秋季リーグ戦　最多勝・ベストナイン（投手）

木場　大智 法学部4年 少林寺拳法部 2014年愛知県少林寺拳法大会　大学生男子の部　最優秀賞
第50回少林寺拳法東海学生大会　男子単独演武二段以上の部　1位・男子組演武二段以上の部　1位

巣山　みお 現代中国学部3年 少林寺拳法部 第48回少林寺拳法全日本学生大会　男女組演武二段以上の部　4位

高橋　義徳 経営学部3年 少林寺拳法部 第50回少林寺拳法東海学生大会　男子単独演武初段の部　1位

山下　望愛 現代中国学部1年 少林寺拳法部 第50回少林寺拳法東海学生大会　女子単独演武初段の部　2位
第48回少林寺拳法全日本学生大会　立合評価法超軽量級　5位

岡部　一成 経済学部1年 少林寺拳法部 第50回少林寺拳法東海学生大会　男子単独演武二段以上の部　1位
第48回少林寺拳法全日本学生大会　男女組演武二段以上の部　4位

塚本　右京 現代中国学部3年 中国武術部 第31回全日本武術太極拳選手権大会　男子棍術　2位

◆スポーツの部〈個人〉　最優秀奨励賞（３名）
氏名 学部・学年 部会名 顕彰事項

大塚　敬子 法学部3年 少林寺拳法部 第50回少林寺拳法東海学生大会　女子単独演武初段の部　1位
第48回少林寺拳法全日本学生大会　男女組演武初段の部　3位

安友　健一 現代中国学部2年 少林寺拳法部 第48回少林寺拳法全日本学生大会　男女組演武初段の部　3位

小林　万里子 文学部2年 弓道部

第57回東海学生弓道選手権大会　女子個人　優勝・射道　優秀賞
第57回東海学生弓道選手権大会　（愛知大学 A）女子団体　優勝
第58回東海学生弓道秋季リーグ戦　女子個人　優勝
第38回女子東西学生弓道選抜対抗試合　西軍（選抜出場）　優勝
第38回女子東西学生弓道選抜対抗試合　的中率第2位・射道優秀賞
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◆スポーツの部〈個人〉　奨励賞（46名）
氏名 学部・学年 部会名 顕彰事項

小河　咲月 文学部3年 空手道部 第50回和道会全国空手道競技大会　形一般女子有段　準優勝
秋季東海地区大学空手道選手権大会　女子個人形　準優勝

横井　智明 国際コミュニケーション学部1年 空手道部 平成26年度東海地区大学空手道選手権大会　男子個人組手60kg 以上65kg 未満　準優勝

漆谷　綾華 国際コミュニケーション学部3年 剣道部 第48回全日本女子学生剣道選手権大会　出場

金子　健也 経営学部3年 ゴルフ部 第68回日本学生ゴルフ選手権競技　出場

野田　祐次 経営学部2年 ゴルフ部 第68回日本学生ゴルフ選手権競技　出場

中田　開 法学部4年 柔道部 第33回東海学生柔道体重別選手権大会　66kg 級　2位
第33回全日本学生柔道体重別選手権大会　出場

上野　柔斗 法学部3年 柔道部 湊谷杯全国学生柔道体重別選手権大会　81kg 級　3位

細木　勁吾 経営学部3年 柔道部 湊谷杯全国学生柔道体重別選手権大会　73kg 級　3位

保田　浩生 経営学部2年 柔道部 第33回東海学生柔道体重別選手権大会　81kg 級　2位
第33回全日本学生柔道体重別選手権大会　出場

倉地　克彰 法学部3年 準硬式野球部 平成26年度東海地区準硬式野球春季リーグ戦　ベストナイン（捕手）

難波　潮紀 法学部3年 準硬式野球部 平成26年度東海地区準硬式野球春季リーグ戦　本塁打者賞
平成27年度東海地区準硬式野球秋季リーグ戦　ベストナイン（左翼手）・打率　第3位

加藤　健祐 法学部3年 準硬式野球部 平成27年度東海地区準硬式野球秋季リーグ戦　打率　第5位

長田　卓弥 経営学部2年 準硬式野球部 平成26年度東海地区準硬式野球春季リーグ戦　打率　第5位
平成27年度東海地区準硬式野球秋季リーグ戦　ベストナイン（中堅手）打率・　第2位

坂本　洸一 文学部4年 少林寺拳法部 愛知県少林寺拳法大会　大学生男女の部　最優秀賞
第50回少林寺拳法東海学生大会　組演武男女有段の部　第2位

森　杏奈 国際コミュニケーション学部4年 少林寺拳法部 2014年愛知県少林寺拳法大会　大学生女子の部　最優秀賞
第50回少林寺拳法東海学生大会　女子単独演武二段以上の部　2位・女子組演武二段以上の部　2位

高須　美砂 経営学部4年 少林寺拳法部 2014年愛知県少林寺拳法大会　大学生男女の部　最優秀賞
第50回少林寺拳法東海学生大会　男女組演武有段の部　2位

内田　詠稀 経営学部1年 少林寺拳法部 第50回少林寺拳法東海学生大会　男子単独演武初段の部2位・男子組演武初段の部2位

杉窪　暁英 現代中国学部3年 卓球部 第81回全日本大学総合卓球選手権大会　男子ダブルス　出場
第46回東海学生卓球各部別大会　男子ダブルス　準優勝

鈴木　勇太 経営学部3年 卓球部 第81回全日本大学総合卓球選手権大会　男子ダブルス　出場
第46回東海学生卓球各部別大会　男子ダブルス　準優勝

山田　伸哉 法学部4年 ライフル射撃部 第20回中部学生ライフル射撃不朽戦　10m ビームピストル立射40発競技　準優勝

近藤　倫子 経営学部4年 陸上競技部 第67回西日本学生陸上競技対校選手権大会　女子800m　出場

矢澤　舜一 法学部3年 陸上競技部 第67回西日本学生陸上競技対校選手権大会　男子800m　出場

寺主　駿 法学部2年 陸上競技部 第74回愛知陸上競技選手権大会尾張予選会　男子3000m 障害　優勝

嬉野　巧 法学部2年 陸上競技部 第74回愛知陸上競技選手権大会尾張予選会　男子ハンマー投げ　優勝

野間　悠磨 法学部1年 陸上競技部 第67回西日本学生陸上競技対校選手権大会　男子200m　出場

渡邉　晴哉 法学部1年 陸上競技部 第67回西日本学生陸上競技対校選手権大会　男子800m　出場

鷲見　大貴 現代中国学部3年 軟式野球部 平成26年度中部日本学生軟式野球連盟春季リーグ戦　ベストナイン（外野手）

高木　佑太 法学部3年 軟式野球部 平成26年度中部日本学生軟式野球連盟春季リーグ戦　優秀選手賞

森　優太 国際コミュニケーション学部3年 軟式野球部 平成26年度中部日本学生軟式野球連盟春季リーグ戦　ベストナイン（外野手）

児玉　昌也 経営学部3年 軟式野球部 平成26年度中部日本学生軟式野球連盟春季リーグ戦　ベストナイン（三塁手）

尾関　佑哉 地域政策学部4年 アメリカンフットボール部 第18回四日市ボウル（東海リーグ選抜 )　優秀オフェンス賞

神谷　俊徳 地域政策学部2年 硬式ソフトボール部 第75回東海地区大学（男子 ) ソフトボールリーグ戦　ベストナイン（捕手 )

井上　泰成 地域政策学部1年 硬式ソフトボール部 第15回愛知県大学男子ソフトボール選手権大会　優秀選手賞

小枝　明史 文学部4年 硬式庭球部 第74回東海学生テニス選手権大会　男子ダブルス　準優勝（ペアは他大学生 )

安藤　優作 地域政策学部2年 硬式野球部 春季リーグ戦　ベストナイン（外野手 )

氏名 学部・学年 部会名 顕彰事項

寺島　コウイチ 法学部2年 中国武術部 第31回全日本武術太極拳選手権大会　男子南拳　2位
2014年愛知県武術太極拳大会　男子南拳　1位

藤田　義人 経営学部4年 ライフル射撃部 第20回中部学生ライフル射撃不朽戦　10m ビームライフル立射40発競技　優勝

鈴木　慎平 経済学部3年 ライフル射撃部 平成26年度秋季中部学生ピストル射撃記録会　10m ビームピストル立射40発競技　優勝
平成26年度中部学生ピストル射撃記録会　10m ビームピストル立射40発競技　優勝

松野　紘一朗 経営学部3年 陸上競技部 第67回西日本学生陸上競技対校選手権大会　男子1500m　出場
第41回東海学生陸上競技秋季選手権大会　男子3000m 障害　優勝

小出　拓実 法学部2年 陸上競技部 第67回西日本学生陸上競技対校選手権大会　男子円盤投げ　出場
東海学生陸上競技夏季大会　男子円盤投げ　優勝

藤原　脩大 法学部1年 テコンドーサークル 第19回東海テコンドー選手権大会　マッソギ（組手）成年部　有級男子ライト級　優勝

瀬川　稜麻 法学部3年 軟式野球部 平成26年度中部日本学生軟式野球連盟春季リーグ戦　敢闘賞

安楽　眞由子 文学部2年 弓道部 第57回東海学生弓道選手権大会　（愛知大学 A）女子団体　優勝

小池　真世 文学部2年 弓道部 第57回東海学生弓道選手権大会　（愛知大学 A）女子団体　優勝

加納　英紀 地域政策学部3年 軟式野球部（豊橋） 平成26年度中部日本学生軟式野球連盟春季リーグ戦　最優秀選手賞
第19回日中友好大学軟式野球大会　選抜出場

柴田　大輝 地域政策学部3年 軟式野球部（豊橋） 平成26年度中部日本学生軟式野球連盟春季リーグ戦　最優秀投手賞
平成26年度中部日本学生軟式野球連盟秋季リーグ戦　最優秀投手賞

伊藤　大希 地域政策学部1年 軟式野球部（豊橋） 平成26年度中部日本学生軟式野球連盟秋季リーグ戦　最優秀選手賞
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◆学術・文化の部〈個人〉　優秀奨励賞（１名）
氏名 学部・学年 部会名 顕彰事項

落合　愛実 経営学部3年 経営学部経営学科
為廣ゼミ

地域若者チャレンジ大賞は、実践型インターンシップの取り組みとして大学、企業、経済団体、自治体が共同で開催し
ている。
全国から集まった約400の事例の中から、あいち補聴器センターで行った活動を発表した「すべては聞こえのために！」
が、グランプリ（優勝）を獲得した。

●スポーツの部…団体16団体／個人75名　●マネージャー等の部… 6 名　●学術・文化の部…団体 4 団体／個人 1 名

◆学術・文化の部〈団体〉　最優秀奨励賞（１団体）
団体名 活動内容 顕彰事項

経営学部経営学科
土屋ゼミ所属学生6名

（加藤温子、 
濱本ほのか、 

大矢樹生、恩田俊祐、 
奥田将理、石田理紗）

日経 BP マーケティング「西日本インカレ2014」
グランプリ（優勝）

本大会は、西日本の大学生を対象としたビジネスプレゼンテーションコンテストであり、本年度は過去最多の
64チームが参加した。

「擬人化マーケティング　～見える人だけに広がる世界～」というテーマで、『人類は事象やモノを人に見たて（擬
人化）、物事を理解してきた』という文学でよく研究されているトピックを経営学的に導入することを試みた。
もし商品が人であったら？と仮定し、実際にキャラクターをデザインし、AR という新しいデジタル技術を利
用したマーケティングプランを約100社に提案したところ、数社によって採用された。
自分達で緻密に組み立てたロジックと実際のビジネスが結びついた点が評価され、グランプリの獲得につな
がった。

◆学術・文化の部〈団体〉　優秀奨励賞（３団体）
団体名 活動内容 顕彰事項

軽音楽部

第44回 YAMAHA BIG BAND JAZZ CONTEST
出場

今年度は、西日本予選を勝ち抜いての出場となった。
全国大会ということで高いレベルの参加校が集う中、東海地区から出場を果たすことが出来、出場35校中17
位となり、来年度出場に向け、上位20校に与えられるシード権を獲得した。

第9回東海ビッグバンドコンテスト
最優秀賞

この大会は東海地区の大学11校が出場し、審査員3名が各大学のアンサンブル、リズム、ソリストに点数をつ
け、順位を競う大会である。
昨年度に引き続き第1位となる最優秀賞を受賞することが出来た。2年連続で最優秀賞を獲得したのは、大会史
上本学が初めてである。

経営学部経営学科
為廣ゼミ所属学生5名

（清水律貴、今泉友里、
原絵梨佳、杉戸亮太、

永井美妃）

日経 BP マーケティング「西日本インカレ2014」
準グランプリ

女性はコーヒーを飲む。女性は缶飲料を飲む。しかし缶コーヒーになるとなぜか女性は飲まない。本チームは
この疑問に着目し、「女性はなぜ缶コーヒーを飲まないのか」というテーマで研究をすすめた。「企業が男性向
けに缶コーヒーを作っている」「販売している場所に問題がある」「缶コーヒーではリラックスできない」等の
5つの仮説をたて、アンケート調査と飲用実験で検証した。その結果、女性は、「缶コーヒーでリラックスでき
ない」こと、その原因は「缶コーヒーに含まれる香り成分にあること」が明らかになった。仮説と検証を繰り
返す研究方法やテーマの独自性が評価され準グランプリの獲得となった。

経営学部経営学科
土屋ゼミ所属学生5名
（村田成美、高須巧、
堀部景子、小池沙英、

秋元望佑）

日経 BP マーケティング「西日本インカレ2014」
特別賞（3位）

本チームは、「エピソード記憶×ブランディング」というテーマで、『誰しもがもっている自己の記憶（エピソー
ド記憶）を利用して、企業のブランディングに活用することは出来ないか？』との仮説に立ち研究をすすめた。 
まず「エピソード記憶」の構造を解明し、それをうまく利用している三和酒類の「いいちこ」の広告、約30年
分を分析し、その法則性を抽出した。最後にその法則に従って、実際に自分達でエピソード記憶を引き出すこ
とのできる広告を作成し、企業に提案し、採用された。研究の実用性が評価され特別賞の獲得につながった。

◆マネージャーの部　奨励賞（６名）
氏名 学部・学年 部会名 顕彰事項

伊藤　亜子 現代中国学部4年 柔道部 選手が稽古やトレーニングに専念できるよう、また、試合時に集中できるようチームに必要となることを率先して実
行し、組織の活性化に大きく貢献した。

山本　智史 地域政策学部4年 硬式野球部 主務としてチームに貢献し、連盟の広報委員としても活躍をした。

小梢　紅葉 国際コミュニケーション学部4年 硬式野球部 4年間マネージャーとしてチームに貢献し、連盟の広報委員としても活躍をした。

岡崎　眞也 国際コミュニケーション学部4年 男子ハンドボール部 ハンドボール部マネージャーとして4年間貢献。連盟にも貢献。

中本　美咲 国際コミュニケーション学部4年 男子ハンドボール部 ハンドボール部マネージャーとして4年間貢献。連盟にも貢献。

木村　碧 国際コミュニケーション学部4年 軟式野球部（豊橋） 部に一人のマネージャーとして部活動を支え続け、平成25年度中部日本学生軟式野球連盟春季リーグベストマネー
ジャー賞、第34回東日本学生軟式野球選抜大会最高助演賞に輝く。

氏名 学部・学年 部会名 顕彰事項
粂野　勇人 地域政策学部2年 男子バレーボール部 第16回西日本バレーボール5学連男女選抜対抗戦　選抜出場（東海学連選抜 )　第2位

大久保　貴裕 地域政策学部3年 軟式野球部 平成26年度中部日本学生軟式野球連盟春季リーグ戦　ベストナイン（二塁手 )

牧野　舜 地域政策学部3年 軟式野球部 平成26年度中部日本学生軟式野球連盟秋季リーグ戦　ベストナイン（外野手 )

唐鎌　勇人 地域政策学部3年 日本拳法部 第54回中部日本学生拳法選手権大会　個人戦準優勝

伊藤　慧 経済学部4年 馬術部 第23回愛知学生トライアル競技会　M 級 D 障害（H110)　1位

富永　ゆか 文学部3年 馬術部 第23回愛知学生トライアル競技会　全日本学生章典馬場馬術競技2010　1位

榎島　拓也 地域政策学部1年 馬術部 第46回愛知学生自馬競技会　ジムカーナ　優勝

志賀　美咲 文学部4年 馬術部 第23回愛知学生トライアル競技会　馬場馬術　3位
第64回全日本学生賞典障害馬術大会　出場

田幡　侑一 地域政策学部3年 陸上競技部 第67回西日本学生陸上競技対校選手権大会　男子砲丸投・男子円盤投　出場
東海学生陸上競技夏季大会　男子砲丸投　2位

柳瀬　圭介 地域政策学部2年 陸上競技部 第67回西日本学生陸上競技対校選手権大会　男子400mR　出場

原　朋子 短期大学部1年 陸上競技部 第67回西日本学生陸上競技対校選手権大会　女子走高跳　出場
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2014年度　同窓会奨励賞受賞者一覧

●最優秀奨励賞
個　人

藤
ふ じ た

田　佳
よ し ひ さ

久氏｜愛知大学名誉教授

愛知大学の知名度向上に貢献
◆ 推薦趣旨 ◆
　藤田佳久さんは、愛知大学が1995年以来続けている国際貢献活動の一つである沙漠緑化活動「緑の協力隊」ポプラ
の森が所属する日本沙漠緑化実践協会の第2代会長を務めています。
　また、東亜同文書院大学記念センターの第2代センター長として、文科省オープン・リサーチセンタープロジェク
トを立ち上げ、当センター発展に多大なご尽力され、同記念センターの資料展や講演会を通じて全国各地に愛知大学
の名を広めました。
　同時に、現役教授時代はゼミ活動を通じて学生達に対しフィールドワークや地域研究をさせて広い視野をもった人
材の育成に勤められました。

◇ 略歴 ◇　 1940（昭和15）年　豊橋市生まれ。1963（昭和38）年　愛知学芸大学（地理学）卒業後、名古屋大学大学院修士課程、博士課程を経て、1967（昭和42）
年名古屋大学付属中・高校教諭。1969（昭和44）年奈良大学専任講師（のち助教授）、1979（昭和54）年愛知大学文学部助教授に着任、1982年（昭和
57）年教授。1998（平成10）年～2000（平成12）年イギリス・レディング大学客員教授。2011（平成23）年定年退職、愛知大学名誉教授・愛知大学東
亜同文書院大学記念センター・フェロとなる。1976（昭和51）年理学博士。学内では大学院長、綜合郷土研究所長、情報処理センター長、東亜同文書院
大学記念センター長、また大学院中国研究科・文学研究科修士・博士課程設置準備委員長も務め、5～6年間文科省と交渉。日本地理学会、人文地理学会、
経済地理学会、歴史地理学会など評議員、経済地理学会中部支部長、愛教大地理学会会長。国、県、各市町村 NPO の地域整備、地域づくり関係で多くの
委員、委員長。飯田市遠山郷で地域づくり「神様王国」立ち上げ、展開中。専攻は地理学で、農山村・都市・災害・東亜同文書院・中国・イギリスの地域
研究など著書、論文多数。

菊
き く た

田　三
み よ じ

代治氏｜昭和51年文学部文学科卒業

ウェイトリフティングの普及と日本選手団の強化育成
◆ 推薦趣旨 ◆
　菊田三代治さんは在学中にウエイトリフティング部に所属し、故植屋春見教授の指導の下でトレーニングに励みま
した。
　卒業後は、石川県公立高校の教諭（英語）となりましたが、ウエイトリフティングへの魅力が断ちがたく、大阪体
育大学に再度入学し体育教員免許を習得しました。
　その後、石川県立高校の保健体育教諭となり、ウエイトリフティングの指導を始め、1985年の石川インターハイで
は珠洲実業高校を優勝に導びきました。
　以後、国民体育大会、インターハイはじめ各種の大会で菊田さんの指導を受けた石川県選手の活躍が注目され、
2001年より全日本男子チームの監督に就任し、アテネオリンピックでは監督を、ロンドンオリンピックではコーチを
務めました。
　現在は日本ウエイトリフティング協会の常務理事、金沢学院大学ウエイトリフティング部総監督を務め、リオデ
ジャネイロ、東京オリンピックの入賞を目指して指導を続けております。

◇ 略歴 ◇　 1972（昭和47）年3月　石川県立飯田高等学校卒業。1976（昭和51）年3月　愛知大学卒業。1980（昭和55）年3月　大阪体育大学卒業。1980（昭和
55）年4月　石川県教育委員会　教員採用。2014（平成26）年3月　石川県教育委員会　定年退職。2014（平成26）年4月　金沢学院大学ウェイトリフ
ティング部総監督（職員）。

●優秀奨励賞
個　人

桑
く わ え

江　良
りょういち

一氏｜昭和38年法経学部法学科卒業

沖縄県の産業の発展に貢献
◆ 推薦趣旨 ◆
　桑江良一さんは、愛知大学卒業後、オリエンタル煙草に入社し、現在は琉球協同飼料株式会社、株式会社沖縄ホー
メル代表取締役会長として地元沖縄県の食品産業の発展に多大な寄与をしています。
　公職としては、沖縄県工業連合会副会長、沖縄県食品産業協議会会長を歴任し、平成26年6月17日、公益財団法人
沖縄県産業振興公社理事長に就任。
　沖縄県の中小企業の経営基盤の強化、創業の促進、産業振興に必要な諸事業を行い、さらなる沖縄の産業の健全な
発展に貢献しています。

◇ 略歴 ◇　 1963（昭和38）年　愛知大学法経学部法学科卒業。1963（昭和38）年5月　オリエンタル煙草株式会社入社。1965（昭和40）年9月　株式会社第一企業
入社。1977（昭和52）年11月　株式会社丸協農産取締役。1991（平成3）年2月　沖縄県飼料事業協同組合理事。1995（平成7）年6月　有限会社具志頭
畜産代表取締役会長。1995（平成7）年9月　沖縄食鶏加工株式会社代表取締役。琉球協同飼料株式会社代表取締役専務。1997（平成9）年12月　沖縄共
同サイロ株式会社取締役。1999（平成11）11月　株式会社沖縄ホーメル代表取締役社長。2000（平成12）年7月　財団法人日本関税協会　沖縄支部理事。
2001（平成13）年6月　社団法人沖縄県工業連合会副会長。2002（平成14）年5月　沖縄県フレッシュミート事業協同組合理事長。2003（平成15）年5
月　沖縄県食肉事業協同組合副会長。2005（平成17）年9月　沖縄食鶏加工株式会社代表取締役会長。2006（平成18）年2月　株式会社那覇ミート代表
取締役会長。9月　株式会社りゅうとう取締役。2007（平成19）年9月　琉球協同飼料株式会社代表取締役会長。2008（平成20）年5月　社団法人日本食
肉加工協会監事。2010（平成22）年6月　社団法人沖縄県経営者協会理事。11月　那覇商工会議所2号議員。2011（平成23）年6月　沖縄県食品産業協
議会会長。11月　株式会社沖縄ホーメル代表取締役会長。2014（平成26）年6月　公益財団法人沖縄県産業振興公社理事長。2008（平成20）年6月　第
42回オグレスビー氏工業功労者賞。
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中
な か む ら

村　都
と き こ

祁子氏｜昭和37年短期大学部卒業

外国人への日本語教育で地域に貢献
◆ 推薦趣旨 ◆
　中村都祁子さんは、愛知県公立小中学校教諭を30年間務めた後、この地域に増加する外国人のための「日本語教室」

（あかばねひらがなの会）を発足させ、文化交流・国際親善・農業振興等に貢献しています。
　また、「総務省行政相談委員」・「総務省男女共同参画担当委員」等の任命を受け、住民の相談、地域環境の好まし
い発展に貢献してきました。

◇ 略歴 ◇　 1962（昭和37）年4月～30年間　愛知県公立小中学校教諭。1992（平成4）年4月～21年間　総務省行政相談委員。2003（平成15）年4月～10年間 
総務省男女共同担当委員。

　 　　 　　 2006（平成18）年9月～現在　あかばねひらがなの会代表。

中
な か し ま

島　康
や す た か

貴（柳
やなぎや

家　右
う た ろ う

太楼）氏｜平成7年文学部史学科入学

噺家として　東京の寄席で活躍
◆ 推薦趣旨 ◆
　柳家右太楼さんは在学中に落語研究会に所属し、3年次生には会長として部員を引っ張り活躍をしました。
　2000年11月に柳家権太楼師匠に入門しプロの噺家としての道を進みました。
　2004年7月に二ツ目に昇進し2008年2月には「第18回北とぴあ若手落語家競演会」で奨励賞を受賞するなど、確実に
実力を備えてきました。
　二ツ目昇進後は地元岐阜で年3回自身の勉強会を開き、東京の寄席や落語会での出番も着実に増え、その努力が認
められ2015年3月より真打（柳家燕弥）に昇進することが決定しました。
　愛知大学出身の初の真打であり、ここからが噺家としての真のスタートラインですがこれからの活躍がますます期
待される若手噺家の一人です。

◇ 略歴 ◇　 2000（平成12）年11月　柳家権太楼師匠に入門、前座名「さん太」。2004（平成16）年7月　二ツ目に昇進、「右太楼」に改名。2008（平成20）年2月 
第18回北とぴあ若手落語家競演会奨励賞受賞。2015（平成27）年3月　真打昇進決定「柳家燕弥（やなぎや　えんや）」に改名。

●奨励賞 
個　人

酢
す や ま

山　隆
たかし

氏｜昭和31年法経学部経済学科卒業

遠州地域の郷土史研究に貢献
◆ 推薦趣旨 ◆
　酢山隆さんは昭和31年愛知大学法経学部経済学科を卒業後、清水銀行に就職しました。
　仕事の傍ら、趣味の城、史蹟巡りをしていましたが、50歳過ぎたころから本格的に郷土史を学び、今日では遠州地
域に於ける郷土史においては誰もが知る郷土史家の一人となりました。まさに浜松地域の歴史ブームを創った代表の
人物であり、地域学術の貢献には多大なるものがあります。

◇ 略歴 ◇　 1956（昭和31）年　愛知大学法経学部経済学科卒業。1956（昭和31）年～1994（平成6）年まで㈱清水銀行及び関連会社勤務。1983（昭和58）年12月 
曳馬郷土史研究会設立、会長を経て現在相談役。2008（平成20）年　遠州名城の会創立、会長を経て相談役。著書「遠州の寺社・霊場」他論文数点。

森
も り

　博
ひ ろ あ き

昭（森
もり

　丁
ていさい

斎）氏｜昭和48年法経学部経営学科卒業

学術文化の高揚に貢献ならびに伝統工芸の伝承普及
◆ 推薦趣旨 ◆
　森博昭さんは、愛知大学卒業後、故郷の地である岡山県備前市において歴史ある「備前焼」の作家として陶芸に打
ち込み、伝統的な古備前の作風にとどまらず、近代的センスを注入されるなど気鋭の作家として活躍をされています。
　その新しい色彩感覚の製作方法は特許を取得されるほどのものであり、他の者が真似できない独自の芸術性を高く
評価されています。
　その評価は岡山県内にとどまらず、大阪や名古屋で個展を開催されるまでになっており、多くの陶芸愛好家に人気
を博しています。
　このことは、中国地方にあって出身大学である愛知大学の名を大いに高めるものであると同時に、陶芸を愛する同
窓生の間でも評価が高く、気安く製作指導をするなど陶芸普及にも大いに貢献しています。

◇ 略歴 ◇　 1949（昭和24）年　窯元六姓寺見家の家系森家に生まれる。1973（昭和48）年　愛知大学法経学部経営学科卒業。父、風来のもとで陶技を習う。1999
（平成11）年　日本工芸会正会員認定。2012（平成24）年　「陶磁器における稲わらによる施釉方法」特許取得。

　 　　 　　 個展　 三越（銀座、名古屋、高松）、大阪阪急梅田本店、池袋東武本店　等
　 　　 　　 陶歴　 1979（昭和54）年　日本伝統工芸展 入選。1989（平成元）年　第1回陶芸ビエンナーレ ’89 入選。第10回日本陶芸展 入選。朝日陶芸展 入選。

1992（平成4）年　朝日陶芸展 入選。1993（平成5）年　県展 県展賞受賞。1997（平成9）年　第5回陶芸ビエンナーレ ’97 入選。焼き締め陶公募
展 奨励賞受賞。1999（平成11）年　日本伝統工芸中国支部展 山陽新聞社賞受賞。朝日陶芸展 入選。日本伝統工芸展 入選。日本工芸会正会員認定。
県展　岡山県教育長賞受賞。　その他多数入選。
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大
お お い し

石　公
こ う へ い

平氏｜平成9年経営学部卒業

柔道指導による人材育成の推進
◆ 推薦趣旨 ◆
　大石公平さん（1997年経営学部卒）は、学生時代に東海学生柔道体重別選手権大会で3連覇を果たし、卒業後も実
業団で柔道競技者としての実績を残すなど柔道に対して熱い想いを持って取り組まれてきました。
　現在は愛知真和学園大成中学・高等学校にて女子柔道部の監督として目覚ましい活躍をされています。
　熱心な指導が実を結び、中学・高校ともに全国優勝者を多数輩出するなど数々の実績を残しています。
　とりわけ中学女子柔道部は、全国3大会（団体）を2012年から2014年まですべて制し、前人未到の3年連続の三冠を
達成したことは特筆すべきことです。

◇ 略歴 ◇　 1975（昭和50）年　愛知県生まれ。1997（平成9）年　愛知大学経営学部卒業。ダイコロ株式会社入社。実業団で柔道を続け、1998（平成10）年、
1999（平成11）年全日本実業団66kg 級3位、1999（平成11）年バンコク国際柔道大会66kg 級優勝。2001（平成13）年より愛知真和学園大成中学・高
等学校教諭として着任。男子柔道部コーチを経て、2006（平成18）年より女子柔道部を創部し、監督に就任。国内大会、国際大会優勝者多数輩出。昨年
度卒業の近藤亜美が2014（平成26）年チェリャビンスク世界柔道選手権大会で優勝し、創部9年目で初の世界チャンピオンが誕生。中学女子柔道部、全国
大会3年連続三冠達成。

八
や ぎ

木　克
か つ よ し

勝氏｜平成25年経済学部卒業

障害者スポーツへの取り組み
◆ 推薦趣旨 ◆
　八木克勝さんは，先天性両橈骨欠損症をもって生まれましたが、中学一年生から卓球を始め、高校三年生の時に障
害者卓球に出会いました。
　愛知大学卒業後は和光純薬工業株式会社（武田薬品工業株式会社の化学薬品部門を分社化）に就職し現在に至って
おります。
　今までの成績は国際クラス別大会 class 7（立位の部で2番目に重い階級）で優勝3回、準優勝2回、3位1回の成績を
おさめています。
　現在の目標であるパラリンピック出場にむけ、世界ランクを上げるための努力をしています。

◇ 略歴 ◇　 1990（平成2）年　愛知県豊橋市に生まれる。2009（平成21）年　愛知大学経済学部入学。国際クラス別大会　class7 優勝３回、準優勝２回、３位１回。
第13回全国オープン身体障害者愛知ふれあい卓球大会　障害者の部　優勝。

内
う ち だ

田　真
ま お

央氏｜経営学部4年

中部学生ゴルフ連盟委員長として活動・運営に貢献
◆ 推薦趣旨 ◆
　内田真央さんは、2013年度中部学生ゴルフ連盟（加盟校21校）の学生（現役）役員トップである委員長に就任しま
した。
　1年間を通じ、連盟活動（協議会、ゴルフ場との折衝、連盟組織の維持・管理、他）の要職を勤め、当該連盟のスムー
ズな運営に多大なる貢献と尽力をしました。

◇ 略歴 ◇　 2011（平成23）年　経営学部経営学科入学。

●クラブ愛知賞
団　体

愛大防犯POLICE
中村区を中心とした防犯活動
◆ 推薦趣旨 ◆
　名古屋キャンパスのある中村区を中心に活動しており、中村警察署と連携して、防犯広報活動を積極的に
展開している。
　主に、空き巣対策、振り込め詐欺被害防止、カメラ設置重点地区防犯抑止、下校児童の見守りなどに取り
組み、この活動は二度にわたり中日新聞にも掲載され、愛知大学の学生の質の高さや地域貢献活動への取り
組みを広くアピールしている。
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北澤　嘉章

法科大学院法務研究科2014年修了

加藤　伸明

法科大学院法務研究科2014年修了

髙木　えりか

会計大学院会計研究科2009年修了

三浦　翔平

経営学部会計ファイナンス学科3年次生

長谷川　俊晶

法科大学院法務研究科2010年修了

奥村　真由

法科大学院法務研究科2011年修了

梅村　大樹

法科大学院法務研究科2013年修了

木河　賢二

法科大学院法務研究科2014年修了

岩田　晴記

法科大学院法務研究科2014年修了

●同窓会資格試験合格者奨励賞
司法試験

公認会計士試験
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学生教育活動顕彰（後援会奨励賞、同窓会奨励賞、クラブ愛知賞）

概　要
愛知大学関係者（教職員、在学生等）および愛知大学の卒業生が、社会・文化・学術・芸術・スポーツ・社会貢献などの分野において活躍し、
一定以上の成果をおさめた個人および団体に対し、その栄誉を称え、一層の励みとすることを目的に顕彰する。

給付金額

① 最優秀奨励賞 ： 100,000円
② 優秀奨励賞 ： 50,000円
③ 奨励賞 ： 30,000円
④ クラブ愛知賞 ： 100,000円

＊個人には給付金額相当の記念品を贈呈する。

申請時期 1月末まで

出願資格

（学術・文化の部）
① 最優秀奨励賞：
 全国的な学術・文化活動並びに大会で特に優秀と認められ、愛知大学の栄誉を高めた個人及び団体
② 優秀奨励賞：
 中部、東海地区およびそれに準じた地区大会で優秀と認められ、愛知大学の栄誉を高めた個人及び団体
③ 奨励賞：
 上記以外の活動、大会で優秀と認められた個人及び団体

（スポーツの部）

① 最優秀奨励賞 ② 優秀奨励賞 ③ 奨励賞

国際・全日本大会（予選あり） 優勝、準優勝、3位 4位－8位 出場者

国際・全日本大会（予選なし） 優　勝 準優勝、3位 4位－8位

中部・東海地区大会及びそれに準ずる大会 優　勝 準優勝

その他の大会 優　勝

マネージャー等 所属部の発展に貢献した者（卒業年次生）

（社会貢献の部）
① クラブ愛知賞：
 愛知大学に在学する学生や学生達で構成する団体で、顕著な社会貢献活動が認められた個人及び団体

必要書類 奨励賞推薦書

決定方法
後援会奨励賞は、愛知大学の教職員で構成される選考委員会（学生部委員会または運動部長協議会）にて選考し、愛知大学教育研修支援財団
に出願された書類をもとに本財団で審査を行い、理事長が決定する。
同窓会奨励賞は、愛知大学同窓会より推薦のあった候補者を本財団で審査を行い、理事長が決定する。

同窓会資格試験合格者奨励賞

概　要
愛知大学教育研究支援財団が決めた資格試験（司法試験、公認会計士試験、弁理士試験、国家公務員総合職試験、司法書士試験、税理士試験）
に合格した者に対して表彰し記念品を贈呈する。

金　額 30,000円相当の記念品

出願資格 愛知大学（大学院、学部、短大）に在学中または卒業した者で当該の資格試験に合格した者

必要書類
① 資格試験奨励賞申請書
② 当該の資格試験に合格したことを証明する書類（写し）
③ 在学証明書または卒業（終了）証明書

決定方法 出願された書類をもとに、愛知大学教育研究支援財団での審査を経て決定する。
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2014年度　公務員試験合格者奨励賞受賞者一覧

●報奨金額５万円（76名）
・国家一般職 11名・国税専門官 4名・労働基準監督官 2名・都道府県庁職員（行政職／専門科目含）10名
・都道府県警察職員（専門科目含）3名・名古屋市職員（事務職／専門科目含）9名
・財務専門官 3名・裁判所職員 1名・教員 33名

●報奨金額1万5千円（104名）
・愛知県職員 2名・市町村職員 58名
・警察官 24名・消防官 14名・刑務官 1人・名古屋港管理組合 2名
・その他団体職員 1名・小中学校職員 2名

法 学 部

纐纈　力也

北村多真美

藤田　絢香

入山　慈教

加納　孝仁

法 学 部

齋藤　遊馬

服部　友紀

鈴鹿友里恵

宮田　祐斗

久米　史晃

法 学 部

横尾　太希

拜郷　絢香

石田　　海

寺澤絵里奈

竹内　慎司

法 学 部

藤井　敦之

加藤　雅之

松沢　延生

松葉　絵美

本田　貴裕

法 学 部

兼田　貴之

伊藤　有理

増田　　拓

五島　　憲

菅谷　拓希

山田　和弥

西原遼太郎

小杉　彰吾

小林　丈朗

宮田いづみ

井口　友貴

田中　雄也

山田那由他

細川　晴加

近藤　敬宏

加藤　貴章

梅田　真里

塚田　　航

根来　慶太

廣山　紘也

森　優香子

三輪佳奈瑛

片山　晃司

谷奥　未紗

山田　大貴

田村　征也

山田　晃裕

経 済 学 部

山内　洸平

山崎　剛生

市野　大地

土井隆太郎

山中　省吾

青木　拓也

加藤　徳也

浅野　恭弘

加治木寛之

天野　　洋

経 営 学 部

梅村　龍弥

平田　祐樹

渡邉　明里

田中　　翔

山本　大樹

中村美砂子

国際コミュニケーション学部

鍋本　　彩

平川　莉奈

西部　恭平

麦島　奈々

池野　有香

吉田　峻祐

河村　麻由

山田　託也

地 域 政 策 学 部

西田　照都

水野　将大

柳川慎太郎

大矢　悠紀

文 学 部

山下　詩織

池谷　綾香

大須賀　学

天野　愛佳

春日井裕生

中村　信裕

岩川　文香

吉岡　知美

川原　　優

高羽　礼華

水野　侑実

宮内　祐未

三浦奈央子

松木　耕平

杉浦　幼奈

岩井　雄紀

小出　芽依

早川奎一郎

大井　智晴

次井　祥太

三橋茉由子
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2014年度　公務員試験合格者の報奨制度
2014年度の学部・短大・大学院在学生の公務員試験合格者については、以下の通り大学として表彰をいたします。

報奨金授与の条件

・愛知大学の学部・短大・大学院（博士後期課程および専門職大学院生を除く）在学生であること。
・2014年度の各種公務員試験に合格し、就職をすること。
・最短就業年限（学部４年、短大２年、大学院修士課程２年）を超える学生および９月卒業生も対象とする。
・合格証明書をキャリア支援課に提出すること。
・複数の公務員試験に合格した場合も、報奨金の重複授与はしない。

報奨金の授与の方法
・合格者は指定の期日までにキャリア支援課に申し出ること。
・３月に「愛知大学・後援会・同窓会 奨励賞授与式」を開催し、報奨金を授与する。
・万が一表彰式開催以降に決定した場合は、報奨金の授与はキャリア支援課が行う。

職種と報奨金金額

■５万円
・国家公務員総合職／一般職（国立病院機構含む）　・裁判所職員総合職／一般職
・国税専門官　・労働基準監督官　・財務専門官　・都道府県庁職員（行政職／専門科目含）
・名古屋市職員（事務職／専門科目含）　・都道府県警察職員（専門科目含）　・公立小中高等学校等教員採用試験

（注）地方上級職 ･ 警察職員で教養のみの試験（名古屋市行政職・愛知県行政Ⅱ等）の場合は１万５千円となる

■１万５千円
・都道府県庁職員（行政職／教養科目のみ）　・名古屋市職員（事務職／教養科目のみ）
・都道府県警察職員（教養科目のみ）　・市町村職員　・警察官　・消防官
・名古屋港管理組合　・国立大学法人等職員　・小中学校事務職員　・刑務官
・法務教官　・自衛隊幹部候補生

（注） 一部の市役所職員（岐阜市、安城市、浜松市等）、小中学校事務職員などにおいて、専門科目を含む試験が実施
されている場合でも、上記の職種については１万５千円となる。

（注）自衛官（一般曹候補生）は対象外とする。

※上記に記載されていない職種について、合格及び就職が決定した場合は、試験の難易度等の実情に合わせてキャリア支援課が決定する。

法 学 部

岡田　直也

成瀬　陽次

川瀬　秀謙

小川　耕平

加藤　愛梨

林　　寛隆

土田　眞平

牧野　隼士

横江　良介

渡邉　祐希

瀬上　健太

豊田　嘉広

秋山　丈尚

新海あゆみ

稲川　恵莉

岩川　幸樹

河村　俊紀

宇野　元貴

木下　友輝

経 済 学 部
宮本　崇司

櫻井　志保

経 済 学 部

鈴木　敬志

鎌田麻記子

森川　由裕

橋本　雄司

村上　和弥

中根　里奈

遠島　　梢

西尾　佳奈

経 営 学 部

千村　将士

加藤　航基

山本　修平

伊藤　　歩

竹村　　駿

後藤　範子

水谷　明穂

児玉知佑莉

現代中国学部

持田　三琴

山本　真勢

井坂　　梓

犬塚　広野

内藤瀬里奈

国 際 コ ミ ュ ニ
ケーション学部

辻村　晃輝

伊藤しおり

小林　　楓

天方　　佑

熊谷悠里子

春名　　茜

地域政策学部

谷田　嵩允

安藤　雄哉

山本　　樹

近藤　達也

手嶋　允也

後藤　拓真

鈴木由依菜

長谷川貴也

石川　元美

佐々木康輔

近藤　大照

小野寺優太

後藤　靖智

舟橋　令馬

田中　正人

地域政策学部

青野　智子

高杉　芽生

齋藤林太郎

浅井　柚美

山本　めい

文 学 部

瀬野尾知宏

片倉　　仁

近藤　佑亮

早川　美穂

小島真理子

竹内　香織

伊藤　桃子

真田　侑輔

鳥田　陽平

中村　由貴

森　　裕倫

伊藤　慶英

重松　幸樹

角野　岳隼

牧野　克哉

山本あおい




